









る。しかし、最近 和歌会作法書 研究・翻刻が進んで故実を読むことができる うになると、この字数配分が十五世紀始めには見られていたことが明らかとなった。そのことに言及し江戸時代初期の一首和歌懐紙の書法について考察する。　
近世初期の宮中御会においては一首懐紙が詠まれたのは正月御












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































であって、字数で守るものは四枚に止まる。故実を守る意識は認められるが、実態として守るものは少ない。故実 守 こと 難しくなったのは 複音漢字の使用増加、熟語意識の高まり
（ 「君」

















が、三字の実態を詳細に見 と、三字三音 大半であるものの三字四音が 割あり、この御会に冷泉家 指導者は不在 ったが冷泉流と思われる三字五音が一枚あった。三字の実態が古い故実とは変わってきてい 。　
なお、歌道の家では独自の書法を編み出した。飛鳥井家では二






































書院のホームページ上で全文公開されている第八章 「電子メディアと読者」 、 「
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」掲載の和田敦彦「読書の歴史を
問うために」もあわせて参照されたい。（二〇一四年七月
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